
一学期 終業式 
 

平成 29年 7月 20 日（木）、一学期終業式を行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乙訓高校に 3年間勤務された、ALT のカニシキー・カンダス先生の離任式を行

いました。生徒の代表者が感謝の気持ちを伝えるとともに、カンダス先生からも

生徒にむけて、「世界のことをいろいろ知り、地球の市民になってください」とのメ

ッセージをいただきました。 

授業のみでなく、ESS 部の活動など多くの場面で生徒に指導していただきまし

た。カンダス先生、ありがとうございました。 

校長先生、教務部長 宇高先生、進路指導部長 栗原先生、生徒指導部長 

桐先生から、一学期を終えて夏休みを迎えるにあたっての話がありました。 

 

 校長先生より 

 一学期中の授業に対する姿勢

や遅刻に対する意識をもう一度

見直し、 二学期いいスタートが

きれるよう、夏休みの過ごし方を

考えてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 全国インターハイ出場者の壮行会を行いました。今年度、本校からは陸上競技部

14 名、バドミントン部 7名、フェンシング部 7名、柔道部 1 名の計 29 名が全国イ

ンターハイに出場します。 

 選手を代表して、陸上競技部 3 年生の樫原さんが「感謝の心を忘れず、ベストを

尽くします」と決意表明をしました。全国インターハイは 7 月 28 日から、南東北で

開催されます。応援よろしくお願いいたします！ 

教務部長 宇高先生より 

 少しずつの進化も大切ですが、

劇的な進化を起こすことができ

るよう、自らで意識革命を起こし

て、夏休み中の学習に取り組んで

ください。 

進路指導部長 栗原先生より 

 社会に出て必要になるのはコミ

ュニケーション力です。高校生で

ある今から、その力を高められる

よう普段の生活の中でも意識し

てください。 

生徒指導部長 桐先生より 

 一学期の生活面を振り返り、遅刻

や携帯電話の不適切な使用、自転

車事故等が、二学期は起こること

のないよう、“乙訓プライド”を持っ

て生活してください。 


